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大
島
町
の
家
計
簿
で
す

国民健康保健事業勘定

国保南部診療所勘定

国保北部診療所勘定

介護保険事業勘定

農 業 共 済 事 業

と 畜 場 事 業

老 人 保 健 医 療

泉 津 財 産 区

野 増 財 産 区

差 木 地 財 産 区

砂 利 採 取 事 業

水 道 事 業

7,245,396
3,098,640
1,029,744

　―
―

620,014
　　―
1,311

867,301
21,638
3,608
18,857
6,727

529,440
10,344,036

7,124,998
3,333,730
1,288,354

　　　　　―
　　　　　―

609,362
　　　　　―

1,311
857,650
20,762
2,689
17,700
6,462

529,440
10,458,728

会　計　別　決　算　額 （単位：千円）

※国民健康保健事業勘定の赤字額については、翌年度の歳入を繰り上げて補填。

会　　計　　別

合　　　　　計

歳 　 入

平成16年度

歳　　出
8,126,648
3,815,366
976,199
230,124
342,637
629,655
27,780
1,121

921,795
23,027
4,768
19,589
7,223

631,448
11,942,014

8,032,845
4,017,830
1,209,985
220,988
337,225
624,011
27,780
1,121

912,237
22,508
4,396
18,965
7,166

631,448
12,050,675

歳 　 入

平成15年度

歳　　出
△881,252
△716,726
53,545

　　　皆減
　　　皆減
△9,641

　　　皆減
190

△54,494
△1,389
△1,160
△732
△496

△102,008
△1,597,978

△907,847
△684,100
78,369

　　　皆減
　　　皆減
△14,649
　　　皆減

190
△54,587
△1,746
△1,707
△1,265
△704

△102,008
△1,591,947

歳 　 入

比　　　較

歳　　出
一　般　会　計

特　別　会　計

特　

別　

会　

計

町税
1,004,747（13.9％）

総　額
7,245,396
（100.0％）

依存財源  
5,307,159（73.3％）

自主財源  
1,938,237（26.7％）

その他
317,427
（4.3％）

財産収入　　　　37,436（0.5％）
分担金・負担金　61,201（0.8％）
繰越金　　　　　93,802（1.3％）
繰入金　　　　 124,988（1.7％）

諸収入　399,593（5.5％）

使用料・手数料　216,470（3.0％）

地方交付税
1,624,469
（22.4％）

町債
1,128,000
（15.6％）国庫支出金

629,583
（8.7％）

都支出金
1,579,229
（21.8％）

その他　345,878（4.8％）

地方消費税交付金　　　 114,654（1.6％）
自動車取得税交付金　　　 82,897（1.1％）
地方譲与税　　　　　　　 97,579（1.4％）
地方特例交付税　　　　　 32,915（0.5％）
利子割交付税　　　　　　　8,030（0.1％）
交通安全対策特別交付金　　4,706（0.1％）
ゴルフ場利用税交付金　　　　838（ － ％）
配当割交付金　　　　　　　2,109（ － ％）
株式等譲渡所得割交付金　2,150（ － ％）

歳入総額　72億4千539万6千円

　平成１６年度の大島町における各会計決算は、「会計別決算額」にあるように
一般会計は歳入総額７２億４千５３９万６千円、歳出総額７１億２千４９９万８千円
となり、単年度収支では、１億２千３９万８千円の黒字となりました。
　特別会計では歳入総額３０億９千８６４万円、歳出総額３３億３千３７３万円で
２億３千５０９万円の赤字となっています。これは、国民健康保健事業が影響し
たものです。

平成１６年度決算報告
決算報告
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人件費
1,468,497
（20.6％）

任意的経費  
4,495,439（63.1％）

義務的経費  
2,629,559（36.9％）

扶助費
301,042
（4.2％）

公債費
860,020
（12.1％）

普通建設事業費　
2,053,795
（28.8％）

繰出金
254,187（3.6％）

補助費等　488,183（6.9％）

物件費
1,540,676
（21.6％）

●町民1人当たりの負担額●

（島外者から納められた税金も含めた町税収
 入額を町民1人当たりで計算しています。）

・町民税　　　　　42,143
・固定資産税　　　49,114
・軽自動車税　　　　2,878
・町たばこ税　　　　8,566
・特別土地保有税　　9,492
・入湯税　　　　　　　522
（平成17年3月末人口　8,914人）

総額　112,715円　（単位＝円）

その他　158,598（2.2％）
積立金　　 　　  　 719（ － ％）
維持補修費　　   72,399（1.0％）
出資金・貸付金　85,480（1.2％）

歳出総額　71億2千499万8千円

●町民1人当たりに使われた額●

【　　　　　　　　　】

歳出総額　 71億2千499万8千円
町民1人当たり　　　799,304円

数値は、平成17年3月末日現在の
人口に基づき算出したものです。

民生費

町民1人当たり132,539円

衛生費

町民1人当たり89,712円

農林水産
業費

町民1人当たり 35,097円

商工費

町民1人当たり 42,534円

土木費

町民1人当たり 78,476円

消防費

町民1人当たり 33,467円

教育費

町民1人当たり 180,650円

議会費

町民1人当たり 8,709円

その他

町民1人当たり 96,894円

総務費

町民1人当たり 101,226円

一般会計の主な使いみち
（単位＝千円）

総務費
………902,331
民生費
…… 1,181,453
衛生費
……… 799,692
農林水産業費
……… 312,859
商工費
………379,144
土木費
………699,535
消防費
………298,321
教育費
……1,610,315
議会費
…………77,629

町税の収入状況 （単位＝円）

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

特別土地保有税

入湯税

　年度合計

収入済額

375,660

437,804

25,657

76,359

84,615

4,652

1,004,747

徴収率（％）

92.3　

82.4　

92.2　

100.0　

99.4　

100.0　

88.7　

総　額
7,124,998
（100.0％）

12.6％16.6％

11.2％

4.4％

5.3％

9.8％

4.2％ 22.6％ 1.1％ 12.2％
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
平
成
17
年
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
、
一
年
間

の
す
べ
て
の
所
得
を
計
算
し
て
申
告
納
税

す
る
手
続
き
で
す
。

　

営
業
・
農
業
・
漁
業
な
ど
、
事
業
所
得

や
不
動
産
収
入
な
ど
の
あ
る
人
は
、
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
保
険
満
期
に
よ
る
返
戻
金
な
ど

も
、
一
時
所
得
と
し
て
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

﹇
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
﹈

　

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末
調

整
に
よ
っ
て
一
年
間
の
所
得
税
の
納
税
は

完
了
し
て
い
て
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
給
与
の
年
収
が
、
２
０
０
０
万
円
を

超
え
る
人

○
給
与
を
２
ヵ
所
以
上
か
ら
う
け
て
い

る
人

○
給
与
、
資
金
、
報
酬
な
ど
の
収
入
が

あ
り
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て

い
な
い
人

○
給
与
所
得
と
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

○
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど

で
、
そ
の
法
人
か
ら
給
与
の
ほ
か
に

貸
付
金
の
利
子
、
店
舗
・
工
場
な
ど

の
賃
貸
料
、
機
械
・
器
具
な
ど
の
使

用
料
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

﹇
土
地
や
建
物
を
売
却
さ
れ
た
場
合
﹈

　

譲
渡
所
得
に
は
、
特
別
控
除
や
買
換
・

交
換
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
特
例
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
特
例
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
書
に
そ
の
適
用
を
受
け
る
旨
を
記

載
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
例
に
必
要
な

一
定
の
書
類
を
添
付
し
た
場
合
に
だ
け
適

用
さ
れ
る
も
の
で
す
。
必
ず
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

﹇
還
付
申
告
さ
れ
る
方
﹈

　

給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
や
、
年
の
途
中
で
退
職
し
、

再
就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
人
な
ど
は
、
確
定
申
告
を

す
る
と
源
泉
徴
収
を
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
は

で
き
る
だ
け
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
17
年
中
に
、
親
族
や
兄
弟
な
ど
個

人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を
越
え
る
財
産

を
も
ら
っ
た
時
に
は
、
贈
与
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

○
土
地
・
家
屋
・
株
式
の
名
義
を
変
え

た
時

○
親
子
や
夫
婦
な
ど
で
資
金
を
出
し
合

い
共
同
で
土
地
や
家
屋
を
買
っ
た
名

義
を
、
そ
の
資
金
の
負
担
割
合
に
し

な
か
っ
た
時
な
ど
も
、
贈
与
が
あ
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

贈
与
税
が
課
税
さ
れ
る
価
格
は
、
相
続
税

の
評
価
基
準
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
島
町
の
場
合
、
土
地
は
平
成
17
年
度
固

定
資
産
税
の
評
価
額
に
倍
率
を
乗
じ
た
額
、

家
屋
は
平
成
17
年
度
固
定
資
産
税
の
評
価
額

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
基
準
期
間
（
前
々
年
分
）
の
課
税
売

上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者

○
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出

書
」
を
提
出
し
た
事
業
者

　

消
費
税
の
確
定
申
告
の
受
付
と
申
告

の
相
談
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
と
同
時
に
行
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
は
、
芝
税
務
署
が
出
張
相

談
・
受
付
を
行
っ
て
い
る
２
月
14
日
〜
16

日
の
間
に
で
き
る
だ
け
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
譲
渡
所
得
や
贈
与
税
・
消
費
税

は
必
ず
こ
の
期
間
に
相
談
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を

　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
…

消
費
税
の
確
定
申
告
を

　
　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

所　

得　

税

贈　

与　

税

〜
申
告
と
納
税
は
3
月
３１
日
ま
で
に
〜

芝税務署による出張受付は、2月14日・15日・16日です。
～申告の相談はこの期間をご利用ください～

申告期間は　2月16日～3月15日



受付日時 会　場

午

前

9

時

〜

午

後

4

時

ま

で
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●主婦がパートで働いている場合、夫の所得税や住民税の計算で、
　パート年収と控除額の計算は…。

妻のパート年収と配偶者控除額等の関係（単位：円）

※込内文化会館については、正午まで

　

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
大
島
町
に

住
ん
で
い
る
人
で
、

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

○
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
事
業
所
よ

り
給
与
支
払
報
告
書
が
大
島
町
に
提

出
さ
れ
て
い
る
人

　

以
外
の
人
は
、町
民
税
・
都
民
税
の
申
告

を
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
申
告
書
は
、あ
な
た
の
町
民
税
・
都

民
税
や
、国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
や
福
祉

年
金
な
ど
の
支
給
に
あ
た
っ
て
、大
切
な
基

礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

申
告
が
な
い
場
合
、所
得
に
つ
い
て
の
証

明
書
の
発
行
や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

判
定
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、昨
年
住
民
税
の
申
告
を
行
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、２
月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付

い
た
し
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
方
に
つ
い
て

は
申
告
会
場
及
び
役
場
税
務
課
に
申
告
書

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、必
要
書
類
及

び
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　

1
月
31
日
は
、
国
民
健
康
保
険
税
8
期
・

町
都
民
税
4
期
・
2
月
28
日
は
、国
民
健
康

保
険
税
9
期
・
固
定
資
産
税
4
期
の
納
付

期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、お
忘
れ
の
な
い
よ

う
納
付
願
い
ま
す
。転
出
さ
れ
る
方
も
、
転

出
前
に
納
税
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。口
座
振

替
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
税
務
課
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

芝税務署による確定申告受付日程

住 民 税 申 告 受 付

1,030,001～
1,050,000～
1,100,000～
1,150,000～
1,200,000～
1,250,000～
1,300,000～
1,350,000～
1,400,000～
1,410,000～

380,000

0

0
380,000
360,000
310,000
260,000
210,000
160,000
110,000
60,000
30,000

0

2月14日（火）

2月15日（水）

2月16日（木）
3月 1日（水）

3月2日（木）

3月3日（金）

3月6日（月）

3月7日（火）

3月8日（水）

3月9日（木）

3月10日（金）

開発総合センター

波浮港老人福祉館

クダッチ老人福祉館

差木地公民館

北の山公民館

岡田コミュニティー
センター

泉津公民館
込内文化会館

野増公民館
間伏文化会館

受付日時 会　場

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～14：00

差木地公民館

開発総合センター

パートの年収 配偶者
控　除

配偶者
特別控除

0～1,030,000
1,049,999
1,099,999
1,149,999
1,199,999
1,249,999
1,299,999
1,349,999
1,399,999
1,409,999

◆医療費控除による還付申告は、明細にまとめておきましょう！
◆初めての住宅取得控除は、添付書類がありますので、お問い合わせください。
◆国民年金保険料等（国民年金保険料及び国民年金基金掛金）の社会保険料控除を受ける場合
　については、その保険料等の支払いをした旨を証する書類の添付が必要です。

住
民
税
申
告

納
付
期
限
の
お
知
ら
せ
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■
本
誌
12
月
号
、１
月
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た

「
北
部
地
区
不
燃
物
仮
置
場
」
及
び
、
自
然
樹

木
・
建
設
廃
材
の
搬
入
に
つ
い
て
、
3
月
１
日

よ
り
、受
入
れ
場
所
を
左
記
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
の
で
、
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
ご
注
意
及

び
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
．新
規
の
仮
置
場

　

前
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、泉
津
旧

不
燃
部
捨
場
跡
地
か
ら
、大
島
空
港
脇
の
町

有
地
に
設
置
し
ま
し
た（
北
の
山
仮
置
場
）

【
案
内
図
１
】

⑴
搬
入
開
始
日

　

3
月
1
日
〜（
泉
津
仮
置
場
に
は
、
搬
入

出
来
ま
せ
ん
）

⑵
搬
入
出
来
る
日

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
9
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で（
こ
の
時
間
帯
以
外
は
、
施

錠
し
出
入
り
出
来
ま
せ
ん
。）

⑶
搬
入
で
き
る
も
の

　

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
防
水
シ
ー
ト
、
農
業
用
ハ

ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
、
畳
、
布
団
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、

毛
布
、ピ
ア
ノ
、オ
ル
ガ
ン
、ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
、

ト
イ
レ
便
器（
瀬
戸
物
）、ビ
ニ
ー
ル
ト
タ
ン
、

雨
水
ト
ヨ
、
塩
ビ
水
道
管
、
大
型
水
タ
ン
ク
、

20
ℓ
石
油
缶
な
ど
。

《
他
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
屋
根
ス
レ
ー
ト
、

Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
外
機
、
浴
槽
等
は
、
事
前
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。》

⑷
搬
入
場
所
に
は
看
板
で
ゴ
ミ
を
置
く
場

所
を
案
内
し
て
あ
り
ま
す
。き
ち
ん
と
分
け

て
置
い
て
下
さ
い
。

⑸
そ
の
他

　

ご
不
明
な
点
は
、
生
活
環
境
課
（
☎

（
２
）１
４
８
７
）迄
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
．自
然
樹
木
・
建
設
廃
材
等

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
廃
材

の
搬
入
場
所（
大
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、

（
☎（
２
）
０
０
５
１
）
に
直
接
持
込
み
と
な

り
ま
す
。【
案
内
図
２
】

⑴
搬
入
開
始
日

　

3
月
1
日
〜（
泉
津
仮
置
場
に
は
、
搬
入

出
来
ま
せ
ん
）

⑵
搬
入
出
来
る
日

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
8
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で

⑶
搬
入
出
来
る
も
の

　

自
然
樹
木（
庭
木
、道
路
垣
根
、公
共
工
事

で
発
生
し
た
樹
木
の
枝
、
根
な
ど
。少
量
の

場
合
は
、
50
セ
ン
チ
程
度
に
束
ね
て
、
燃
や

せ
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。）
建

設
廃
材
（
家
屋
解
体
し
た
廃
材
。金
属
ト
タ

ン
等
は
粗
大
ご
み
処
理
場
に
。

　

ク
ギ
等
の
金
物
は
、出
来
る
だ
け
取
り
除

い
て
下
さ
い
。）木
製
家
具（
タ
ン
ス
、
ソ
フ

ァ
ー
等
、金
属
の
取
っ
手
等
は
取
り
外
し
て

く
だ
さ
い
。）軽
量
ブ
ロ
ッ
ク
、セ
メ
ン
ト
瓦

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
と
は
、
別
に
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。）

３
．ご
注
意
！

　
（
左
記
の
も
の
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。）

⑴
差
木
地
土
砂
搬
入
場
所

　
　
　
　
　
　
（
旧
砂
利
採
掘
跡
地
）

石
は
30
〜
50
セ
ン
チ
の
も
の
、土
瓦
も
こ

こ
に
持
込
み
と
な
り
ま
す
。

⑵
南
部
仮
置
場（
旧
不
燃
物
捨
場
）

南
部
の
仮
置
場
は
現
状
の
ま
ま
利
用
で
き

ま
す
。

　

搬
入
出
来
る
も
の

　

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
防
水
シ
ー
ト
、
農
業
用
ハ

ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
、
畳
、
布
団
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、

毛
布
、ピ
ア
ノ
、オ
ル
ガ
ン
、ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
、

ト
イ
レ
便
器（
瀬
戸
物
）、ビ
ニ
ー
ル
ト
タ
ン
、

雨
水
ト
ヨ
、
塩
ビ
水
道
管
、
大
型
水
タ
ン
ク
、

20
ℓ
石
油
缶
な
ど
。

《
他
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
屋
根
ス
レ
ー
ト
、

Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
外
機
、
浴
槽
等
は
、
事
前
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
》

（
注
）

　

自
然
樹
木
・
建
設
廃
材
、
木
製
家
具（
タ

ン
ス
、
ソ
フ
ァ
ー
等
）、
軽
量
ブ
ロ
ッ
ク
、
セ

メ
ン
ト
瓦
等
は
、大
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
に
持
込
み
と
な
り
ま
す
。

北
部
不
燃
物
仮
置
場
の

　
　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て

護
美
護
美
を
考
え
る
第34号

ご
み
を
か
ん
が
え
る

　

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
2
月
8
日
（
水
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　

無
料
一
般
相
談

　

相
談
時
間
は
お
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

　

（
い
ず
れ
も
祝
祭
日
を
除
く
）

﹇
主　
　

催
﹈ 

　

・
東
京
弁
護
士
会

　

・
第
一
東
京
弁
護
士
会　

　

・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

☎
0
3
（
3
5
8
1
）
1
5
1
1

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談 お気軽に

ご相談ください



3月～

自然樹木・
廃材搬入場所

3月～←至リス村

至三原山→

至
大
島
高
校
上
、

　
　
　
　

都
道
↓

コンクリート・アス
ファルト廃材搬入場所

至大島支庁→

三原山登山道路→

第１工場

第２工場

大島リサイクルセンター

山田建設資材置場
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行

政

相

談

←至岡田 至元町→ガラス温室

ぶらっと
ハウス

大島空港
飛行場滑走路

飛行場駐車場

ターミナル

仮置場予定地

新規の仮置場予定場所

御神火温泉付近道路脇の不法投棄ごみ

■
現
在
、資
源
ご
み
と
し
て
各
地
区
40
ヶ
所

に
約
２
０
０
個
の
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
集
め
て
い
る
の
は
、
空
き
缶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ビ
ン
・
ガ

ラ
ス
・
瀬
戸
物
類
、プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。町
で
は
、以
前
か
ら
、出

し
方
が
悪
い
場
所
に
つ
い
て
は
、広
報
紙
面

に
掲
載
し
、分
別
の
徹
底
な
ど
を
啓
発
し
て

き
ま
し
た
が
一
向
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。周

水
色
回
収
箱
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
お
願
い
）

【案内図２】 【案内図１】

【
注
文
受
付
】

　
　

2
月
20
日（
月
）〜
2
月
24
日（
金
）

【
申

込

先
】

　
　

町
役
場
産
業
課
農
業
係

　
　
　
　
　
　

☎（
２
）１
４
４
５（
直
）

【
取　
　

扱
】

　
　

大
島
支
庁
産
業
課
林
務
係

　
　
　
　
　
　

☎（
２
）４
４
３
１

【
配
布
日
時
】3
月
10
日（
金
）

【
配
布
場
所
】大
島
支
庁
玄
関
前

【
注
意
事
項
】

・
注
文
の
際
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
、
本
数
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
25
本

単
位
で
注
文
し
て
下
さ
い
。

・
苗
が
不
足
し
た
時
は
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
配
布
時
に
必
ず
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。

・
配
達
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
配
布

場
所
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

辺
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
達
よ
り
も
、車
等

で
通
り
が
け
に
放
り
出
し
て
い
く
悪
質
な

出
し
方
（
と
い
う
よ
り
不
法
投
棄
）
が
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

17
年
12
月
半
ば
に
、大
島
町
議
会
住
民
福

祉
環
境
常
任
委
員
会
の
議
員
さ
ん
達
が
、水

色
回
収
箱
の
設
置
場
所（
元
町
御
神
火
温
泉

付
近
道
路
脇
）を
視
察
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
が
、あ
ま
り
の
凄
さ
に
驚
か
れ
て
い
ま
し

た
。皆
様
も
是
非
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

生
活
環
境
課
で
も
、年
末
・
年
始
の
２
回

に
分
け
て
、40
ヵ
所
の
水
色
回
収
箱
の
設
置

場
所
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
一
番
ひ
ど

か
っ
た
の
が
こ
の
場
所
で
し
た
。【
下
記
の

写
真
】こ
の
状
態
が
続
く
よ
う
な
ら
、
設
置

場
所
の
移
転
、
若
し
く
は
、
廃
止
ま
で
検
討

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
、以
前
に

ご
紹
介
し
、
又
、
各
地
域
で
ご
活
躍
い
た
だ

い
て
い
る
「
大
島
町
ご
み
対
策
地
域
協
議

会
」委
員
・
推
進
員
の
皆
様
に
、
今
ま
で
以

上
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、各
地
区
の
水
色

回
収
箱
で
の
「
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
」

に
対
す
る
管
理
を
徹
底
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
に
、

　
　

決
め
ら
れ
た
出
し
方
を

　　

今
年
も
、皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「
大
島
町
ご
み
対
策
地
域
協
議
会
」

　

地
域
の
ご
み
問
題
の
解
決
を
図
り
、

清
潔
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
達

成
す
る
た
め
に
設
置
し
、
各
地
区
の
婦

人
会
会
長
・
支
部
長
10
名
に
委
員
を

お
願
い
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
さ
ん
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
9
地
区
に
、
29
名
の
推

進
員
さ
ん
が
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
協
議
会
に
は
、「
大
島
町
環
境
保
護

条
例
に
基
づ
く
環
境
美
化
推
進
員
」
も

お
願
い
し
て
い
ま
す
。水
色
回
収
箱
周

辺
で
、
見
回
り
さ
れ
て
い
る
こ
の
方
達

は
、
腕
章
又
は
、
環
境
美
化
推
進
員
証

カ
ー
ド
を
携
帯
し
、
条
例
に
基
づ
い
た

「
ご
み
の
出
し
方
の
指
導
や
助
言
」
を

行
い
ま
す
。

　

※
行
政
相
談
員
が
定
期
的
に
相
談
を
受
付

　
　

け
て
い
ま
す
。
（
毎
月
第
4
水
曜
日
）

﹇
日　

時
﹈
2
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

﹇
場　

所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
椎
名　

孝

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
へ
の
苦
情
、意
見
、要
望
な
ど
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﹇
貸
付
を
受
け
ら
れ
る
人
﹈

　

４
月
か
ら
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
に

進
学
す
る
人
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

人
の
中
か
ら
審
査
し
、
選
考
さ
れ
ま
す
。

〇
貸
付
の
日
の
3
年
前
か
ら
、
引
き
続
き

大
島
町
に
住
所
を
有
す
る
人
の
子
弟
。

〇
学
業
成
績
が
優
秀
で
、
心
身
健
全
に
し

て
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
と

認
め
ら
れ
た
人
。

〇
貸
付
を
受
け
る
人
の
保
護
者
が
、
納
税

義
務
を
履
行
し
て
い
る
人
。

〇
日
本
育
英
会
や
東
京
都
育
英
奨
学
金
な

ど
の
学
資
金
を
借
り
受
け
て
い
な
い
人
。

﹇
奨
学
資
金
の
貸
付
月
額
﹈

・
国
立
・
公
立
大
学
生　

4
0
，0
0
0
円

・
私
立
大
学
生　
　
　
　

4
5
，0
0
0
円

・
国
立
・
公
立
・
私
立
短
期
大
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
6
，0
0
0
円

・
専
修
学
校
生　
　
　
　

4
0
，0
0
0
円

﹇
返
済
方
法
﹈

　

奨
学
資
金
貸
付
期
間
終
了
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
、
1
年
を
経
過
し

た
後
、
10
年
以
内
に
年
賦
・
半
年
賦
・
月

賦
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
返
還
す
る
こ
と
。

※
無
利
子

　

●
申
込
方
法

﹇
申
請
書
類
﹈

　

町
役
場
教
育
文
化
課
及
び
各
出
張
所
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
申
請
に
は

連
帯
保
証
人
1
名
が
必
要
で
す
。

﹇
提
出
先
﹈

　

教
育
文
化
課
ま
で　

﹇
添
付
書
類
﹈

▼
世
帯
全
員
の
住
民
票

▼
出
身
校
校
長
の
発
行
す
る
成
績
証
明
書

▼
入
学
許
可
証

▼
保
護
者
の
所
得
証
明

▼
保
護
者
の
納
税
証
明

▼
健
康
診
断
書

　

詳
し
く
は
、
町
役
場
教
育
文
化
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

教
育
文
化
課　

学
務
係
・
学
校
教
育
係

☎
（
2
）
1
4
5
3
（
直
通
）

55,000
50,000
45,000
40,000
35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000
0
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年間目標数
平成16年来島者数
平成17年来島者数

　

平
成
17
年
の
来
島
者
数
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
椿
ま
つ
り
を
迎
え
、
全
島
民
の

暖
か
い
心
で
観
光
立
島
„
大
島“
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

1 月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10 月
11 月
12 月

16,330
27,637
33,135
15,373
19,382
14,001
20,184
31,668
16,399
17,918
16,597
16,373

16,277
33,368
34,682
16,613
21,911
15,832
22,522
34,200
18,686
17,198
18,314
16,982

25,000
50,000
50,000
25,000
27,000
20,000
27,000
45,000
18,000
20,000
24,000
19,000

年間目標数
月別来島者調べ （単位：人）

平成16年来島者数 平成17年来島者数

来島者数月別調べ（年間目標数　350,000人）

﹇
総
務
課
﹈
▼
12
月
28
日
辞
令
交
付
▼
１

月
4
日
辞
令
交
付

﹇
町
長
室
﹈
▼
12
月
20
日
全
離
島
理
事
会

関
係
会
議
▼
１
月
7
日
大
島
町
成
人
式

▼
１
月
8
日
大
島
町
消
防
団
出
初
式

行
政
の
う
ご
き
１２
月
１０
日
〜
１
月
９
日

﹇
来
庁
者
﹈

﹇
町
長
室
﹈
▼
12
月
15
日
元
町
漁
協
▼

12
月
27
日
東
京
都
防
災
対
策
課
▼
1

月
5
日
教
職
組
合
女
性
部
会
▼
12
月

26
日
共
産
党
議
員
団
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大
島
公
園
だ
よ
り
№
８９

航
空
便
発
着
時
刻
表

2
月
1
日
〜
2
月
２８
日

東 京　　大 島　　東 京便名 機　種

841

842
DHC－8

8：35発

10：10着

9：10着

9：40発

八丈島　　大 島　　東 京便名 機　種

850

844
B737－500

11：45発

13：20着

12：20着

12：50発

東 京　　大 島　　八丈島便名 機　種

843

849
B737－500

13：55発

15：35着

14：30着

15：00発

●
予
約
・
料
金
・
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
１
２
０
（
０
２
９
）
２
２
２

●
貨
物
運
航
等
の
問
い
合
わ
せ

　

☎
（
２
）
２
３
３
７

プ
ラ
ザ
（
大
島
公
園
）
で
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
、
江
戸
み
こ
し
と
あ
ん

こ
パ
レ
ー
ド
を
皮
切
り
に
「
第
51
回
椿

ま
つ
り
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
メ

イ
ン
会
場
を
預
か
る
者
と
し
て
、
多
く

の
お
客
様
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
職
員
一

同
取
組
み
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力

の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、

関
係
者
の
皆
様
に
は
お
風
邪
な
ど
召
さ

れ
ず
、
2
ヶ
月
に
及
ぶ
長
期
戦
を
無
事

に
乗
り
切
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

て
、
動
物
園
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。
水
鳥
の
い
る
「
上
の
池
」
の

広
場
で
は
、
昨
年
に
引
続
き
正
月
三
が

日
に
„
ふ
れ
あ
い
広
場“
を
開
催
し
、

ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
と
の
ひ
と
時
を

お
楽
し
み
頂
き
ま
し
た
。
椿
ま
つ
り
期

間
中
（
3
月
中
の
土
日
午
後
1
時
30
分

か
ら
2
時
30
分
）
に
も
開
催
し
ま
す
の

で
、
是
非
、
ご
来
園
く
だ
さ
い
。　

注
）
開
催
日
は
未
定
で
す
。
お
出
掛
け

前
に
必
ず
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
（
2
）
9
1
1
1
）

た
、
来
園
者
、
島
民
の
皆
さ
ん
に

ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お

り
ま
す
Ⅰ
期
工
事
は
、
間
も
な
く
完
工

と
な
り
ま
す
。
新
ハ
ワ
イ
ガ
ン
舎
か
ら

ラ
ク
ダ
・
ラ
マ
舎
、
ゾ
ウ
ガ
メ
舎
に
か

け
て
は
「
動
物
が
身
近
に
観
ら
れ
る
・

傾
斜
の
緩
や
か
な
」
観
覧
通
路
に
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
観
や
す
く
・
利

用
し
や
す
い
」
と
い
う
整
備
計
画
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
よ
る
も
の
で
す
。
き
っ
と
、

ラ
ク
ダ
の
大
き
さ
を
間
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

園
で
は
、
フ
タ
コ
ブ
ラ
ク
ダ
と
ラ

マ
を
展
示
飼
育
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
偶
蹄
目
ラ
ク
ダ
科
の
動
物
に
は
、

反
意
（
い
や
な
と
き
）
の
行
動
と
し
て
、

う
な
り
声
を
上
げ
な
が
ら
つ
ば
を
吐
く

習
性
が
あ
り
ま
す
。
つ
ば
だ
け
で
な
く

噛
み
戻
し
た
餌
も
吐
き
出
し
、
と
て
も

臭
い
も
の
で
す
。
不
用
意
に
近
づ
き
過

ぎ
る
と
手
痛
い
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意

を
！
人
間
か
ら
は
有
難
く
な
い
習
性
も
、

そ
の
動
物
に
と
っ
て
は
不
可
欠
の
性

（
さ
が
）
で
、
こ
う
し
た
こ
と
を
知
る

こ
と
は
動

物
を
理
解

す
る
う
え

で
と
て
も

大
切
な
こ

と
で
す
。

（
佐
野
）

　

12
／
6
〜
1
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

山
田　

キ
ヨ
さ
ま
（
92
・
ホ
ー
ム
）
12
／
6

榊　
　
　

惇
さ
ま
（
69
・
元　

町
）
12
／
16

平
田　
　

勇
さ
ま
（
81
・
差
木
地
）
12
／
17

柳
瀬　

チ
ヨ
さ
ま
（
90
・
元　

町
）
12
／
19

堀
口　

欣
男
さ
ま
（
68
・
元　

町
）
12
／
20

西
井　

美
代
さ
ま
（
72
・
ホ
ー
ム
）
12
／
21

岩
田　
　

亮
さ
ま
（
68
・
岡　

田
）
12
／
22

金
子
作
十
郎
さ
ま
（
76
・
ホ
ー
ム
）
12
／
25

秋
野　

一
明
さ
ま
（
84
・
波
浮
港
）
12
／
29

﹇
テ
ー
マ
﹈　

　
「
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
春
の
植
物
ハ
イ
ク
」

﹇
内　

容
﹈

島
内
各
所
の
サ
ク
ラ
の
花
の
名
所
巡
り
及

び
南
部
海
岸
の
植
物
観
察
ハ
イ
ク

﹇
日　

程
﹈
3
月
25
日（
土
）〜
3
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
1
泊
2
日
〉

﹇
集
合
場
所
及
び
時
間
﹈

当
日
の
入
港
地
に
6
時
集
合
、
セ
ン
ト
ラ

ル
ロ
ッ
ジ
バ
ス
出
迎
え
（
直
接
ロ
ッ
ジ
に

6
時
30
分
集
合
で
も
可
〈
要
予
約
〉）

﹇
定　

員
﹈
30
名

　
　
　
（
抽
選
、
最
低
実
施
定
員
は
15
名
）

﹇
対　

象
﹈
小
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）

﹇
費　

用
﹈
8
千
円
（
1
泊
4
食
付
き
）

﹇
申
込
期
間
﹈

　

2
月
1
日
（
水
）〜
2
月
19
日
（
日
）
ま
で

﹇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　

海
の
ふ
る
さ
と
村
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ

　
　
　

☎（
4
）
1
1
3
7

椿

当

さま

ラマ（名前：アタル．♂）

　

対
象
は
、
「
来
春
の
小
学
3
年
生
か
ら
中

学
生
ま
で
」
で
す
。

　

入
団
し
ま
す
と
、
音
楽
演
奏
や
バ
ト
ン
な

ど
を
中
心
に
地
域
の
広
報
活
動
を
し
た
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
楽

し
い
行
事
が
あ
り
、
地
区
を
越
え
て
友
達
の

輪
が
広
が
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
入
団
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は　

大
島
警
察
署　

交
通
係

　
　
　

☎
（
2
）
0
1
1
0
内
線
4
3
1
2

　
　
　
　
　

（
少
年
団
担
当
・
吉
見
ま
で
）




